
【FdData中間期末：中学歴史：江戸時代①】 
 [朝鮮・琉球・蝦夷地] 
 
 
[問題](2学期期末) 
次の各問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
(1) 図は，徳川家康の時代に国交が回復した国か

らやって来た使節の様子である。この使節を

何というか。 
(2) (1)の国との国交や貿易の拠点となった藩は

何か。 
 
[解答](1) 通信使 (2) 対馬藩 
[解説] 

 

 

 



豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の朝鮮
ちょうせん

侵略
しんりゃく

の後，朝鮮との国交
こっこう

はと

だえていたが，対馬藩
つしまはん

のなかだちで，徳川
とくがわ

家康
いえやす

の

ときに国交が回復した。その後，将軍が代わるご

とに朝鮮から通信使
つうしんし

という使節
しせつ

が訪れた。対馬藩

は朝鮮との国交の実務を担当するかわりに，朝鮮

との貿易を許可されて，銀や銅を輸出し，朝鮮に

んじん，木綿
もめん

，絹
きぬ

などを輸入した。 
 
 
[問題](後期期末) 
 次の各問いに答えよ。 
 ①私たちの国は，豊臣秀吉に攻められて全土が

荒れ果てたが，②江戸時代に幕府と正式の国交を

もち，将軍の代がわりごとに使節を送ることにな

った。 
(1) 下線部①の「私たちの国」とはどの国のこと

か。 
(2) 下線部②の使節を何というか。 
 
[解答](1) 朝鮮 (2) 通信使 
 



[問題](2学期中間) 
 次の各問いに答えなさい。 
(1) 鎖国下であっても朝鮮と貿易を行っていた

藩名を答えなさい。 
(2) (1)の藩が朝鮮から輸入していたものを 1 つ

あげなさい。 
 
[解答](1) 対馬藩 (2) 朝鮮にんじん(木綿，絹) 
 
 
[問題](2学期期末) 
 次の各問いに答えよ。 
(1) 薩摩藩は(   )を征服し，年貢米を取り立て

るなど，きびしく監督をしたり，中国や東ア

ジアとの貿易を幕府と薩摩藩の管理の下で

つづけさせたりした。(  )に適語を入れよ。 
(2) (   )藩は，蝦夷地での交易を独占し，アイ

ヌが不利になるような交易を行って大きな

利益を得た。(  )に適語を入れよ。 
(3) (2)の下線部に反対して，アイヌの指導者が幕

府とくりひろげた戦いを何というか。 
 
[解答](1) 琉球 (2) 松前 (3) シャクシャインの

戦い 
 



[解説] 

 

 

 

 
17 世紀の初め， 琉球

りゅうきゅう

は薩摩
さつま

藩
はん

に征服
せいふく

された。

薩摩藩は，年貢
ねんぐ

米
まい

を取り立てるなど，きびしく監

督をしたり，中国や東アジアとの貿易を，幕府と

薩摩藩の管理の下でつづけさせたりして利益を得

た。 
蝦夷地
え ぞ ち

にはアイヌ人が住んでいたが，蝦夷地南部

に領地をもつ松前
まつまえ

藩は，アイヌ人との取引を独占

し暴利
ぼうり

をむさぼっていた。これに対して，アイヌ

人は 17 世紀の後半シャクシャインを指導者とし

て戦いを起こした。松前藩は幕府に助けを求めて，

ようやくこれをしずめた。 
 
 
[問題](2学期中間) 
蝦夷地で松前藩がわずかな米で大量のさけやこ

んぶと取引したため，不利益を受けたアイヌ民族

が 17 世紀後半に蜂起した。このときのアイヌ民

族の指導者はだれですか。 



 
[解答]シャクシャイン 
 
[問題](前期中間) 
 鎖国下において，①朝鮮，②琉球，③蝦夷地と

貿易を行っていた藩の名を，それぞれ書きなさい。 
 
[解答]① 対馬藩 ② 薩摩藩 ③ 松前藩 
 
 
[問題](2学期期末) 
下のア～エの文の中で，正しく説明している文

を1つ選べ。 
ア 中国では，17世紀初めに明がほろんで清が成

立した。 
イ 朝鮮との外交や貿易は，対馬の島津氏を通じ

て行われた。 
ウ 琉球王国は，長州藩が支配するようになった。 
エ 蝦夷地は，アイヌの人々をまとめたシャクシ

ャインが松前藩と協力して治めていた。 
 
[解答]ア 
 
 



 
◆社会歴史の各ファイルへのリンク 

http://www.fdtext.com/dp/sr3/index.html 
 
◆FdData中間期末の特徴(QandA方式) 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html  
 
◆製品版(パソコンWord文書：印刷・編集用) 
の価格・購入方法 

 http://www.fdtext.com/dp/seihin.html 
 
※ iPhoneでリンク先が開かない場合は， 
 「iBooks」を開いてリンクをタップください。 
 
 
 
【Fd教材開発】 Mail： info2@fdtext.com 
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